
阪堺線の取組みについて 

資料③ 



阪堺線（堺市内区間）利用者数の推移（支援策開始前） 

阪堺線（堺市内区間）乗車人員数の推移（万人/年） 

・阪堺線（堺市内区間）では、昭和40年で987万人/年、平成9年で228万人/年の乗車があったが、平成19
年には117万人/年となり、40年間で約90％減少、10年間で約50％減少と大幅に減少している。 

40年間で約90％減少（H19/S40） 

10年間で約50％減少（H19/H9） 
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阪堺線は堺のまちづくりに必要 

≪福祉・環境、商業・産業、観光・文化≫   
 
 
 

支援がなければ存続は困難 

【市民意見（アンケート等）】 
 ・生活の移動に必要 
 ・歴史的資産 
 ・交通困難者に必要 
 ・観光拠点間の結節  
          など 

再生に向けての取組み 
 
 
 
 
 

堺市内区間存続のための支援を決定 

利用者減少による収入減少 
↓ 

2億円/年以上の赤字 
（施設老朽化等への対策困難） 

・利用者増加の取組み 
・安全運行への取組み 
・存続に向けた仕組みづくり 
・阪堺線とまちづくりとの連携 

【市民提案（活性化策）の募集】 
 ・イベント実施 
 ・利便性の向上 
 ・観光・商業と連携 
 ・運賃制度  
          など 

阪堺線（堺市内区間）の現状 堺市のまちづくり 

＜都心の現状・課題＞ 
・高齢化の進行 
・地域活力の低下 
・公共交通利用者の減少 

＜上位計画の位置づけ＞ 
・堺市マスタープラン 
・堺 都心のまちづくりプラン 

阪堺線（堺市内区間）への支援 
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①目的 

④発売場所 

・阪堺電車に都心周辺のバスも加えたゾーンチケットを導入 
 することで、都心の移動利便性を高め、エリア内における 
 観光や待歩きなどの回遊を促進 
・沿線の施設等と連携することで、商業の活性化も促進 

・阪堺電車／我孫子道、浜寺駅前の各乗車券発売所 
・南海バス／堺東案内所、堺駅バス定期券発売所、堺営業所 
・コンビニ／アンスリー（堺東店・堺店） 
・堺観光コンベンション協会／堺東観光案内所、堺駅観光案内所、 
              大仙公園観光案内所 
・その他／堺ホテル協会加盟ホテル、堺区ホテル、堺伝統産業会館 
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ゾーンチケット（堺おもてなしチケット） 

・阪堺電車（堺市内区間）と南海バス（堺市中心部）が一日乗り放題のチケットを販売。 

・沿線の施設等（和菓子店や宿泊施設等）でチケット提示による割引等の特典あり。 

②有効区間 

・阪堺電車／我孫子道～浜寺駅前 
・南海バス／堺市中心部の指定するエリア 

③発売額 

・大人480円、小児240円 

有効エリア 

チケット 



高齢者割引・運賃均一化 広報用チラシ 高齢者運賃割引 広報用チラシ 

高齢者割引・運賃均一化 
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低床式車両の導入 

◇ 阪堺電気軌道初となる低床式車両の導入（H24～H26の各年度、1編成づつ、計3編成を導入予定） 
 

・ 停留場の改修も実施、バリアフリー化を推進 
・ 堺を感じるカラーデザインや内装を工夫（カラーデザインやネーミングの募集を実施） 
・ 車内ポスターや液晶画面などで堺の観光情報をPR  
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バス＆ライドの推進 

堺駅 

堺浜 

堺東駅
堺市駅 

花田口停留場 

花田口停留場 

平成25年3月16日供用開始 
（堺市駅、堺東方面） 

（堺駅西口、匠町方面） 

花田口バス停留所 

（堺駅西口、匠町方面） 

花田口バス停留所 

（堺市駅、堺東方面） 

改修前 

改修後 
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サイクル＆ライドの推進 
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■サイクル＆ライド無料駐輪場の設置 

■コミュニティサイクルポートの設置 

名称 
阪堺線妙国寺前 

駐輪場 

住所 
堺区材木町西1丁 
（会館前歩道上） 

駐輪台数 17台 

利用時間 24時間 

名称 
堺伝統産業会館前 
サイクルポート 

設置場所 
堺区材木町西1丁1 

（会館前） 

駐輪ﾗｯｸ台数 4台 

利用時間 24時間 



・停留場に観光案内板を設置（市内停留場には堺市出身の歌人与謝野晶子さんの歌も掲載）。 

停留場での観光情報の発信 
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（天王寺駅前停留場） 

（宿院停留場） 



停留場の美装化 

綾ノ町停留場（天王寺駅前・恵美須町方面） 
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・停留場のペンキ塗り直し、テントの付け替えなど、停留場の美装化を実施。 



  H19年 H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 

1日平均利用者数 21,362  20,866  19,904  19,894  20,878  21,415  

対前年の増減 - -495  -962  -10  984  536  

対19年比 1  0.977  0.932  0.931  0.977  1.002  
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全路線（阪堺線、上町線）利用者数の推移 

（人/日） 

1,517人（7.4%）増加 

1,424人（7.3%）増加 

・各年の3ヶ月毎の平均利用者数を比較すると、支援策開始前と比較して、増加率は7.1～7.5％とおおよそ 
7％台の増加率となっている。 ※支援策は平成23年1月から開始 

1,368人（7.1%）
増加 

（年度） 

1,525（7.5%） 

増加 

利用者数の対前年同月比較（3ヶ月平均） 

※支援策開始後 

年間１日平均利用者数（1～12月平均） 

10 



券種 E.大阪市内 相互発着 F.堺市内 相互発着 G.大阪市内～堺市内 跨り H.全区間計 

計         15,147            1,985           1,928        19,060 
割合            79%             11%             10%          100% 

E.大阪市内 相互発着 F.堺市内 相互発着 G.大阪市内～堺市内　跨り H.全区間計

11,394 1,218 2,903 15,515

73% 8% 19% 100%

券種

計

割合

人／日 

調査日 
H22.10.13（水） 

支援策前 
平日 

支援策後 
休日 

F.堺市内 相互＋G.跨り

4,121

27%

支援策前 
休日 

1,571 

+1,332人／日（約85％）の増加 

調査日  
H21.6.21（日） 

※天王寺直通運転（H21.7)に伴い 
 休日2区間利用者のみを補足調査 

調査日 
H24.10.14（日） 

+755人／日（約39％）の増加 

・大阪市内～堺市内跨りの2区間利用者が、支援策実施前と比較して1,332人／日（約85％）と大幅に増
加している。 

E.大阪市内 相互発着 F.堺市内 相互発着 G.大阪市内～堺市内　跨り H.全区間計

15,017 2,030 2,683 19,730

76% 10% 14% 100%

券種

計

割合
調査日 
H23.10.12（水） 

支援策後 
平日 

F.堺市内 相互＋G.跨り

4,713

24%

F.堺市内 相互発着+G.跨り 

            3,913 

              21% 

区間別の乗車人員（支援策実施前後、支援策実施後の平日－休日比較） 
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目に見えてきた効果 
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ゾーンチケット「堺おもてなしチケット」に数多く
の沿線施設（飲食店・ホテル・観光施設など）が 
参画され、自主的な割引を実施 

回遊性の向上 
沿線の活性化 

高齢者割引により、高齢者利用が倍増、1区間利用者
が2区間利用者と同程度増加 

高齢者の身近な移動の支援 
高齢者の外出促進 

200円均一運賃化により、2区間利用者が平日4割、
休日8割と大幅に増加 交流人口の増加 

妙国寺停留場付近に自転車駐輪場、花田口停留場付
近にバス停留所が設置 

交通手段間の乗継利便の向上 
回遊性の向上 

大道筋沿いにマンションや店舗が新規に建設 
沿線人口の増加 
商業機能の充実 

全国路面電車サミットが大阪・堺を会場に開催さ
れ、関連イベントも含めて全国より多数の方が来訪 

大道筋をテーマとする市民ワークショップが開催 

阪堺線を基軸とした沿線活性化 
の進展 

軌道敷の両側の植樹帯に四季折々の花々が飾られ、
多くの方が撮影に訪れている 

景観の向上 
まちのイメージの向上 
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○PiTaPaカードのみのサービス 

＜登録不要＞  

・2,000円以上乗車した際、現行回数券並みの割引を実施 

＜要登録＞  

・1カ月の利用金額が上限額を超えた場合は、上限額を支払う。  

 上限額に到達しない場合は一定の割引を実施 

 

○ICOCA・Suica等も対象のサービス 

 ・２時間以内の南海バスとの乗継割引を実施 
 

＜サービス内容＞   

＜導入効果＞   

○改札や機器にカードをかざすだけで料金の支払いが行えるため、運

賃の支払いがスムーズになり、乗降時間が短縮等、定時性が向上 

○ ICOCAやSuicaなど他のＩＣカードとも相互利用が可能 

 （平成25年3月から交通系ＩＣカードの全国相互利用開始） 

○柔軟な運賃施策が可能（他の交通機関との乗継割引など） 

＜導入時期＞   

○阪堺線  平成26年3月に導入予定 
○南海バス 平成25年度～27年度の3カ年にわたり導入予定 南海電鉄や大阪市交通局等で

利用されているPiTaPaカード 

ＩＣカードの導入 



高齢者割引の拡充 

（
案
）

 

14 
高齢者運賃割引の拡充 広報用チラシ（案） 



文化観光拠点の整備 
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事業スケジュール（予定） 
○施設全体 平成２６年度末頃の開設 
○公共施設 
 平成２５年度～平成２６年度 展示制作・施設建設工事 
○民間施設 
 平成２４年度 民間事業者の募集・選定 
 平成２５年度～平成２６年度 設計・建設工事 

主に中世から近代にかけての歴史や文化など多様な“堺らしさ”が集約された、この地ゆかりの文化施設を中核とする 
都市魅力の創造・発信及び堺観光への誘客につながる拠点 

＜全体コンセプト＞   

＜計画地＞   

＜スケジュール＞   

＜イメージ図＞   

＜導入する機能＞   

宿 院 

大小路 

寺地町 

堺 

文化観光拠点 



＜ショッピングセンター＞ 

＜マンション＞ 

＜ショッピングセンター＞ 

マンションの新規建設、商業施設の新規出店 

＜マンション＞ 

宿 院 

大小路 

寺地町 
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◆堺市歴史的風致維持向上計画（策定中）に基づき、｢環濠都市区域｣と「百舌鳥古墳群及び周辺区域」を 
 重点区域として設定し、歴史・文化の保全・継承のため総合的な施策を展開。 

環濠都市区域における事業 

【環濠都市区域の事業】 

 ■歴史的建造物保存修理事業 

 ■まちなみ再生事業 

 ■ザビエル公園再整備事業 

 ■宿院町公園再整備事業 

 ■文化観光拠点整備事業 

 ■阪堺線停留場美装化事業 

 ■紀州街道沿道の景観づくり 

 ■環濠都市区域内における案内板の改善 

【市域全域の事業】 

 ■堺市地域文化遺産活用活性化事業 

 ■ボランティアガイドの育成・支援 

 ■堺市地場産業振興事業補助事業 

 ■堺市伝統産業後継者育成事業補助事業 

 ■堺市ものづくりマイスター制度 

 ■史跡・重要文化財等公開事業 

 ■自転車を活用した回遊性向上の取組み 

 ■学校教育の場での茶の湯体験 

  （堺・スタンダード事業） 

17 資料：堺市歴史的風致維持向上計画（案）H25.3.29時点 

歴史的風致維持向上計画の策定 



阪堺線とまちづくり 
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 都心及び大仙公園周辺を歴史文
化・観光エリアに位置付け 
 
 

観光・文化施策との連携や 
歴史的風致維持向上計画等 

に基づく取組み 

 
 拠点性の向上や都市魅力の創出な
ど、都心の賑わいと活力を再生 
 
 

交流機能の強化 
商業の活性化 

 

 
 今後も高齢化が進展するなか、高
齢者の外出支援と社会参加を促進 
 
 

移動手段の確保 
バリアフリー化 

 

 
 公共交通や自転車など環境負荷の
少ない交通体系への移行 
 
 

環境モデル都市・堺として 
公共交通・自転車の利用促進 
や交通手段間の連携強化 

観光・文化 環境 

福祉 商業・業務 

停留場のバリアフリー化 

低床式車両の導入 

阪堺線の活性化 
ゾーンチケット 

ICカードの導入 

停留場の美装化 

均一運賃化 

高齢者割引 

ﾊﾞｽ・ｱﾝﾄﾞ・ﾗｲﾄﾞ 
ｻｲｸﾙ・ｱﾝﾄﾞ・ﾗｲﾄﾞ 


